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本県の保健医療の概況
第 章

１ 人口等の概況

(1)地勢等

本県は、本州の最北端に位置し、三方を海に囲まれ、津軽半島及び下北半島で陸奥湾を抱い

たような地形であり、総面積は9,606.88km２で国土の2.5％に当たり、全国第８位の広さを有し

ています。山地と河川によって形成された平野部には、青森市、弘前市、八戸市等を中心とし

た生活圏域が形成されています。また、世界遺産である白神山地や十和田八幡平国立公園をは

じめとする自然公園や数多くの温泉等豊かな自然環境に恵まれています。

本県の気候は、本州最北の緯度にあるため、概して冷涼型ですが、県の中央部に位置する八

甲田山をはじめとする奥羽山脈が県内を二分しているなど、海域や地形が複雑なことから、同

じ県内でも、地域によって気候が大きく異なります。中でも、冬季における津軽地方の大雪と、

夏季における太平洋側を中心とした偏東風（ヤマセ）が代表的な違いとなっています。

冬は、冷たく湿った空気が奥羽山脈にぶつかり津軽地方に雪を降らせる一方、太平洋側は、

奥羽山脈が障壁となって乾燥した晴天の日が多いのが特徴です。

夏は、冷たく湿った偏東風（ヤマセ）が吹くため、太平洋側で低温・多湿の日が多くなりま

す。

平野部

(2)交通

道路は、青森市を終点とする国道４号及び同７号が、本県の生活・産業の大動脈となってい

るほか、東北縦貫自動車道弘前線及び同八戸線により、東京方面と結ばれています。

２
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鉄道は、八戸駅から東北新幹線により東京方面と、青森駅からＪＲ津軽海峡線により北海道

と結ばれているほか、ＪＲ東北本線・奥羽本線・八戸線・五能線・大湊線、青い森鉄道、弘南

鉄道大鰐線・弘前線、津軽鉄道、十和田観光電鉄が、それぞれ県民の通勤、通学の重要な手段

となっています。また、東北新幹線は八戸駅から新青森駅までの区間において平成２２年度末

の開業が予定されているとともに、北海道新幹線も、新函館駅に向けて着工しています。

航空機は、国内線が青森空港と札幌（千歳）、東京（羽田）、大阪（伊丹）、名古屋（中部）の

４空港間で、三沢空港と東京（羽田）、大阪（伊丹）の２空港間で就航しているほか、国際線は

青森空港からソウル、ハバロフスク（夏季のみ）へ定期便が就航しています。

船舶は、県内では、青森港と脇野沢・牛滝・福浦・佐井港、蟹田港と脇野沢港が結ばれてい

るほか、県外とは、青森港と函館港、室蘭港、八戸港と苫小牧港、大間港と函館港が結ばれて

います。

(3)人口

本県の人口は、平成17年10月１日現在、1,436,657人（国勢調査）で、男性679,077人（47.3

％）、女性757,580人（52.7％）となっており、全国の男性49.0％、女性51.0％に比べ女性の構

成比率が高くなっています。

人口の推移をみると、昭和45年以降増加傾向で推移していましたが、昭和55年～60年で横ば

いとなり、昭和60年以降は減少傾向で推移しています。将来人口については、今後大きく減少

していくものと見込まれています（図１）。

年齢別の人口割合の推移をみると、15歳以上65歳未満の人口の割合は横ばいの状況ですが、

15歳未満人口の割合が低下する一方、65歳以上の人口の割合が上昇しており、人口の少子・高

齢化が進行しています。今後は15歳以上65歳未満の人口の割合も低下し、65歳以上の人口の割

合がますます上昇すると見込まれています（図２）。

年齢階級別・男女別人口をみると、35歳～39歳の年齢層よりも上の年齢階級において、女性

が男性よりも人口が多く、特に60歳以上の年齢層では大きく上回っています（図３）。

図１ 人口の推移（平成２２年以降は推計値）

資料「平成17年国勢調査」
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（中位推計）
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図２ 年齢（３区分）別人口の割合の推移

資料「平成１７年国勢調査」

「日本の都道府県将来推計人口（平成１９年５月推計）」（国立社会保障・人口問題研究所）

（中位推計）

※ 割合の合計については､年齢階級別に四捨五入した結果を表示しているので､100%に

ならない場合がある｡

図３ 年齢階級別・男女別人口

資料：「平成１７年国勢調査」
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(4)世帯

本県の一般世帯数は、平成17年10月１日現在、509,107世帯（平成１７年国勢調査）で、平成

12年と比べ約5千世帯(0.9％)の増となっており、このうち単独世帯は129,313世帯で約8千世帯

(6.5％)の増となっています（図４）。

一般世帯の世帯人員割合をみると、単独世帯の割合では、本県は25.4％と全国平均の29.5％

に比べて低く、逆に5人以上の世帯数の割合では、本県は13.5％と全国平均の9.5％に比べて高

くなっています（図５）。

一般世帯の家族類型別割合をみると、単独世帯が25.4％（平成2年対比6.6ポイント増）、夫婦

のみの世帯が18.2％（同3.2ポイント増）、夫婦と子どもから成る世帯が25.7％（同6.3ポイント

減）、ひとり親と子どもから成る世帯が10.3％（同1.6ポイント増）、その他の世帯が20.4％（同

5.1ポイント減）となっています（図６）。

また、本県の高齢単身世帯（65歳以上の者1人のみの世帯）及び高齢夫婦世帯（夫65歳以上、

妻60歳以上の夫婦一組の世帯）は、平成17年10月１日現在、それぞれ41,804世帯（昭和55年対

比516%増）、44,764世帯（昭和55年対比412%増）となっています（表１）。

図４ 一般世帯数の推移（青森県）

資料：平成１７年国勢調査

図５ 一般世帯の世帯人員割合

資料：平成１７年国勢調査
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図６ 一般世帯の家族類型型別割合の推移（青森県）

資料：「平成１７年国勢調査」

表１ 高齢単身世帯数及び高齢夫婦世帯数の推移（青森県）

区 分 昭和55年 昭和60年 平成2年 平成7年 平成12年 平成17年

高齢単身世帯 8,099 11,560 17,044 23,758 33,337 41,801

高齢夫婦世帯 10,878 15,096 18,776 27,743 37,590 44,764

資料：「国勢調査」

(5)人口動態

① 出生率と死亡率

ア 出生率

本県の出生率は減少傾向にあり、全国との比較では、平成18年は7.4で全国の8.7を1.3ポ

イント下回っています（図７）。

この出生率は、全国で最も低い秋田県（6.8）に次いで、低いものとなっています

（図８）。

図７ 出生率の年次推移（人口千対）

資料「青森県保健統計年報」
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図８ 全国の出生数の状況（人口千対）

イ 死亡率

本県の死亡率は増加傾向にあり、全国との比較では、昭和48年以降全国を上回っており、

平成18年は10.4で全国の8.6を1.8ポイント上回っています（図９）。

この死亡率は、全国で最も高い秋田県（12.0）から数えて12番目に高いものとなってい

ます（図10）。

図９ 死亡率の年次推移（人口千対）

資料 「青森県保健統計年報」
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図10 全国の死亡数（人口千対）の状況

ウ 乳児死亡率

本県の乳児死亡率は、昭和54年に9.3と初めて10.0を下回り、それ以降も減少を続けまし

たが、平成４年以降は増加と減少を繰り返しています。

全国との比較では、平成６年、平成９年及び16年度を除き上回る状況にあり、平成18年

度は3.0で全国を若干上回っています（図11）。

図11 乳児死亡率の年次推移（出生千対）

資料 「青森県保健統計年報」
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エ 新生児死亡率

本県の新生児死亡率は、乳児死亡率と同様減少していましたが、平成４年以降は増加と

減少を繰り返しています。

全国との比較では、平成９年に初めて全国を下回りましたが、平成18年は2.1で全国の

1.3を0.8ポイント上回っています（図12）。

図12 新生児死亡率の年次推移（出生千対）

資料 「青森県保健統計年報」

② 死因

本県の主要死因をみると、悪性新生物、心疾患、脳血管疾患等のいわゆる生活習慣病が上

位を占めています。

特に、悪性新生物の死亡率は増加を続け、昭和57年からは脳血管疾患を上回り、死亡順位

の第１位となっています（図13）。

図13 主要死因死亡率の年次推移（人口10万対）

資料「青森県保健統計年報」

5.7

8.0

4.1

3.3
2.6

2.4
2.8 2.8

3.3

2.6

1.5

2.1

3.5 3.6

2.2
2.5 2.6

1.5 1.9 2.1

6.8

4.9

3.4

2.6
2.4 2.4 2.3 2.3

2.2 2.0

1.9

2.0 1.8 1.8 1.6 1.7 1.7 1.5 1.4 1.3

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0
5.0

6.0

7.0
8.0

9.0

50 55 60 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 年

青森県

全国

0

50

100

150

200

250

300

350

50 55 60 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 年

悪性新生物

脳血管疾患

心疾患

肺炎

不慮の事故

老衰

自殺

本県の保健医療の概況 総論 第2章




